
ひろしま市議会だより（3）令和4年（２０２2年）12月

市議会ホームページ、フェイスブックを開設しています。〔ホームページ〕https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/gikai/　〔フェイスブック〕www.facebook.com/hiroshimashigikai/

生
活
保
護
職
場
は
在
職
期
間
を
長
く

問

生
活
保
護
の
職
場
は
、
資
質
を
養
う
た
め

に
も
在
職
期
間
を
長
く
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答

研
修
の
充
実
や
社
会
福
祉
職
等
の
経
験
豊

富
な
職
員
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
、

引
き
続
き
職
員
の
育
成
に
取
り
組
む
。

ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
進
め
よ
！

問

中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
洋
式
化
率
は

４
割
に
も
満
た
な
い
が
、
ど
う
考
え
る
の
か
。

答

ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
含
め
た
設
備
の
更
新

等
は
、
利
用
者
の
声
等
も
考
慮
し
つ
つ
、
緊
急

性
の
高
い
も
の
か
ら
順
次
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。

中
学
３
年
ま
で
を
35
人
学
級
に

問

国
の
財
源
措
置
に
よ
り
浮
い
た
お
金
で
35

人
学
級
を
拡
大
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答

35
人
学
級
の
拡
大
に
つ
い
て

は
、
国
の
動
向
や
本
市
の
生
徒
数

の
推
移
な
ど
に
留
意
し
な
が
ら
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

５
号
線

非
公
開
の
増
額
に
待
っ
た
！

問

リ
ス
ク
負
担
の
基
準
で
あ
る
マ
シ
ン
能
力

１
９
０
Ｎ※

５
/
㎟
を
超
え
る
岩
盤
は
あ
っ
た
の
か
。

答

岩
盤
強
度
を
管
理
す
る
た
め
の
区
間
ご
と

の
平
均
値
は
、
こ
れ
ま
で
の
掘
削
に
お
い
て

１
９
０
Ｎ
/
㎟
を
超
え
た
区
間
は
な
い
。

河
川
の
氾
濫
防
止
対
策
を
急
い
で
！

問

河
川
し
ゅ
ん
せ
つ
等
の
要
望
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
考
え
で
対
応
を
判
断
す
る
の
か
。

答

本
市
の
現
地
調
査
や
市
民
か

ら
の
情
報
提
供
等
に
加
え
、
浸
水

被
害
の
リ
ス
ク
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
必
要
な
区
間
に
つ
い
て
実
施

し
て
い
る
。 日

本
共
産
党

行
政
情
報
の
広
報
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を

問

広
島
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
情
報
発
信
は

有
効
で
あ
る
。
登
録
拡
大
を
進
め
て
は
。

答

本
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
さ
ら
な
る
周
知
お

よ
び
配
信
情
報
や
機
能

の
充
実
、
両
面
か
ら
の

取
り
組
み
を
進
め
、
登

録
者
数
増
加
に
つ
な
げ

て
い
く
。

も
の
づ
く
り
産
業
の
支
援
・
強
化

問

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
今
後
何
に

力
を
入
れ
て
い
く
方
針
な
の
か
。

答

地
域
の
自
動
車
関
連
事
業
者
の
電
動
化
等

へ
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
基
礎
知
識

の
習
得
、
新
製
品
開
発
等
に
寄
与
す
る
取
り
組

み
を
行
う
。

ス※
４

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
活
用
事
業

問

児
童
生
徒
が
自
ら
相
談
す
る
力
を
育
て
る

た
め
に
、
学
校
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
。

答

令
和
３
年
度
か
ら
、
指
定
校

等
で
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

連
携
し
た
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に

関
す
る
教
育
」
を
実
施
し
て
い
る
。

市
街
地
再
開
発
の
財
源
確
保

問

着
実
に
事
業
を
進
め
る
た
め
に
は
、
財
源

確
保
が
大
事
で
は
な
い
か
。

答

再
開
発
の
事
業
費
に
つ
い
て
は
、今
後
も
、

国
な
ど
の
補
助
金
獲
得
に
も
注
力
し
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
く
。

市
施
設
の
稼
動
率
を
統
一
す
る
こ
と

問

稼
動
率
算
出
方
法
を
統
一
し
、
入
力
作
業

を
デ
ジ
タ
ル
化
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

市
施
設
の
利
用
実
態
の
よ
り
詳
細
な
把
握

と
、
利
用
申
し
込
み
・
報
告
等
も
含
め
た
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
活
用
を
検
討
し
た
い
。

市
街
化
区
域
外
の
下
水
道
完
成
時
期

問

市
街
化
区
域
外
の
公
共
下
水
道
整
備
は
い

つ
頃
完
了
さ
せ
る
予
定
な
の
か
。

答

完
了
時
期
を
示
す
こ
と
は
困
難
だ
が
、
次

期
下
水
道
事
業
中
期
経
営
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る

中
で
、
整
備
推
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

市

民

連

合

再
開
発
事
業
に
お
け
る
財
産
交
換

問

事
業
後
で
は
な
く
事
業
前
に
財
産
交
換
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
。

答

再
開
発
事
業
を
通
じ
た
都
市
機
能
の
充
実

強
化
と
、
原
爆
ド
ー
ム
の
背
景
の
景
観
改
善
と

い
う
課
題
を
確
実
に
解
決
す
る
た
め
で
あ
る
。

無
党
派
ク
ラ
ブ

商
議
所
ビ
ル
と
基
町
駐
車
場
の
交
換

問

再
開
発
事
業
を
行
う
に
当
た
り
、
な
ぜ
、

先
に
財
産
交
換
す
る
方
法
を
選
ん
だ
の
か
。

答

再
開
発
事
業
を
通
じ
た
都
市
機
能
の
充
実

強
化
と
、
原
爆
ド
ー
ム
の
背
景
の
景
観
改
善
と

い
う
課
題
を
関
係
者
の
合
意
の
下
、
確
実
に
解

決
す
る
た
め
で
あ
る
。

本
当
に
美
し
く
な
る
の
か
？

問

商
工
会
議
所
ビ
ル
を
解
体
後
、
原
爆
ド
ー

ム
周
辺
の
景
観
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

商
工
会
議
所
ビ
ル
の
背
後
の
建
物
の
一
部

が
見
え
る
と
の
予
測
で
、
平
和
公
園
内
の
植
栽

に
よ
る
遮し

ゃ
へ
い蔽
効
果
と
合
わ
せ
、
移
転
に
向
け
て

取
り
組
む
。 市

政
改
革
ク
ラ
ブ

ふ
る
さ
と
納
税
は
８
億
円
の
赤
字

問

寄
付
額
は
一
定
だ
が
寄
付
控
除
は
年
々
増

加
傾
向
。返
礼
品
の
金
額
は
ど
う
決
め
た
の
か
。

答

返
礼
品
の
価
格
基
準
は
、
国
の
基
準(

寄

付
金
額
の
３
割
内)

に
沿
っ
て
い
る
。
１
万
円
、

３
万
円
、
５
万
円
と
い
っ
た

分
か
り
や
す
く
、
寄
付
し
や

す
い
金
額
の
コ
ー
ス
を
設
定

し
て
い
る
。

障
害
者
差
別
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

問
「※

６み
ん
な
の
お
店
ひ
ろ
し
ま
」
宣
言
店
は
、

何
店
舗
あ
る
か
。

答

宣
言
店
は
、
令
和
４
年
９
月
末
で
10
店
舗

あ
り
、
ス
ロ
ー
プ
や
筆
談
用
ボ
ー
ド
の
設
置
、

窓
口
で
の
代
筆
等
の
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
。

不
登
校
等
対
策
の
推
進

問
「
ふ※

７
れ
あ
い
教
室
」
が
な
い
区
の
児
童
生
徒

へ
の
支
援
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答

現
在
の
４
教
室
で
は
不
十
分
と
考
え
て
い

る
た
め
、
新
た
な
「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
の
設
置

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

商
工
会
議
所
ビ
ル
運
営
は
赤
字

問

商
議
所
ビ
ル
と
基
町
駐
車
場
、
等
価
交
換

後
の
賃
料
の
差
は
大
き
い
が
、
想
定
内
か
。

答

財
産
交
換
後
は
、
お
の
お
の
が
取
得
し
た

資
産
を
主
体
性
を
持
っ
て
有
効
活
用
す
る
こ
と

ひ
ろ
し
ま
清
風
会

に
な
る
た
め
、
収
入
に
差
が
生
じ
る
こ
と
は
想

定
し
て
い
た
。

女
性
消
防
吏
員
の
力
を
活
か
せ
！

問

家
庭
と
仕
事
を
両
立
す
る
た
め
の
支
援
制

度
や
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
へ
の
取
り
組
み
は
。

答

対
象
職
員
に
育
児
支
援
制
度
利
用
プ
ラ
ン

の
提
出
を
徹
底
し
、
子
育
て
に
理

解
の
あ
る
職
場
の
風
土
づ
く
り
と

意
識
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

※ 紙面の都合上、掲載質問数の上限は、各会派の人数按分により決定しています。
※質疑の内容は、各会派からの提出によるものです。
※質疑・答弁の趣旨を簡潔にまとめています。

決算特別委員会（10/4 ～ 10/21）の主な質疑

分科会（10/14）

本文中に赤表記した用語を解説しています用 語 解 説

１ 平和ノート（ひろしま平和ノート）
　平成25年度から、広島市立学校の児童生徒約10万人に無
償配布されている広島市立学校平和教育プログラムの中心的
教材のこと。児童生徒の発達段階に即して、プログラムごとに
小学校１・２・３年生用、小学校４・５・６年生用、中学校用、高
等学校用の４冊で構成されている。学習の学びや思いについ
て記述できる欄もあり、児童生徒が自分自身の学びを振り返
ることができるようになっている。

２ 青少年国際平和未来会議
　本市を中心に世界の青少年による核兵器廃絶と世界恒久平
和の実現に向けた平和活動を展開するために被爆60周年に
当たる平成17年に創設された国際会議のこと。世界の青少年
が平和について意見を交換し合い、友情と相互理解を深める
とともに、核兵器廃絶と世界恒久平和の実現を願う「ヒロシマ
の心」を広く世界に伝え、次代を担う青少年の平和への意識を
高めることを目指している。

３ スクールソーシャルワーカー
　児童・生徒が学校や日常生活で直面する苦しみや悩みにつ
いて、児童・生徒の社会環境を構成する家族や友人、学校、地域
に働き掛け、福祉的なアプローチによって解決を支援する社
会福祉士や精神保健福祉士などの専門家のこと。

７ ふれあい教室
　登校したくても登校できない状態にある児童生徒の社会的
自立や学校復帰を図ることを目的として、市内4カ所に設置
されている不登校児童生徒適応指導教室のこと。

６ 「みんなのお店ひろしま」宣言店
　障害を理由とする差別をなくし、誰もが安心してサービス
を利用できるよう、「入店・サービス拒否をしません」、「合理的
配慮の提供に努めます」、「心のバリアフリーを大切にします」
の三つの心構えを大切にし、それらを実践するための取り組
みを行っていることを宣言する事業者のこと。本
市は、「みんなのお店ひろしま」宣言店を公表し、応
援することで、障害者差別の解消に向けた取り組
みのさらなる広がりを目指している。

５ N/㎟（ニュートン/平方㍉㍍）
　１平方㍉㍍当たりの強度を表す単位のこと。１ニュートン
はおよそ100㌘の物体に働く重力の大きさである。

４ スクールカウンセラー
　児童生徒や保護者の抱える悩みを受け止め、学校における
カウンセリング機能の充実を図るために学校に配置される臨
床心理士などの専門家のこと。

シンボルマーク

広島市公式 LINE
プロフィール




